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空間においても、平面のときと同様に、位置ベクトルを次のように定義する。点Oを定めてお

くと、点 Pの位置はベクトル OPp によって定まり、逆に点 Pの位置により OPp も定ま

る。この p を点 Pの位置ベクトルという。点 Pの位置ベクトルがベクトル p であることを  pP

で表す。

平面ベクトルの場合と同様に、次のことが成り立つ。

内分点・外分点の位置ベクトル

2点  aA 、  bB に対して、線分ABを nm : に内分する点を P、外分する

点を  qQ とする。
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とくに線分ABの中点を  mM とすると
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重心の位置ベクトル

3点  aA 、  bB 、  cC を頂点とする三角形ABCの重心を  gG とすると

3
cbag 
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（例）

3点  aA 、  bB 、  cC を頂点とする三角形ABCについて、辺BCを 1:2 に内分する点を

 pP 、辺CAを 1:2 に内分する点を  qQ 、辺ABを 1:2 に内分する点を  rR とし、三角

形 PQRの重心を  gG とすると
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